
令和７年度 第 1回 地域連携推進会議事業所見学報告 

 

 

                          社会福祉法人 浩 和 会 

 

１．開 催 日 時      令和７年７月２４日（木） 午前 10時 30分～午後 12時 00分 

 

２. 見学事業所 白浜学園およびケアホーム奏 

 

３．参加者 7名 

 

４．出席者氏名  

  家族     重石 隆義 吉野 千草 増本 由貴子 

  地域の関係者 十屋 幸平   

  福祉関係者  梅田 大介  黒木 康彦 

  行政関係者  中野 恭子 

  白浜学園   筒井 裕子 矢野 久貴 

  第二白浜学園 黒木 忍   

  欠席     那須 久司 日髙 哲也 

                                 （敬称略） 

５．スケジュール 

  AM10:30～ 障害者支援施設 白浜学園 活動見学 

   11:00～ ケアホーム奏見学 

   11:30～ 意見交換・昼食 

   12:20～ 終了 

 

６．委員からの意見・感想など 

 

   梅田さん～高齢になっている利用者さんも多いと聞いたが、介護保険への移行な

どはどうなっていますか。 

   矢野  ～施設への入所期間が長く、環境の変化に弱い方もいる。65歳になった

から高齢者施設へとはすぐにはいかない現状もあります。入院して介

護保険へ移行する方もいます。 

   中野さん～利用者の平均年齢はいくつくらいになりますか。 

   矢野  ～平均して５４～５歳くらいになります。開園してからいる方がちょう

どそのくらいの年齢になっているので。誤嚥や歩行が難しくなる方も

増えてきて、介護の部分も大きくなってきている。 

   黒木康さん～初めて施設の中までゆっくりと見せてもらったが、利用者さんが笑

顔で穏やかに作業している姿が印象的だった。時間がゆっくり流れ



ているように感じました。利用者さんとも話せて良かった。入所の

期間は長くなっていますか。 

   矢野  ～長い方で開園から 35年以上になる方もいます。 

   梅田さん～奏の方も手帳を持たれていますか。 

   黒木忍 ～療育手帳を持たれている方がほとんどになります。 

   重石さん～建物の問題などはあるが、利用者が比較的快適に過ごせているので 

        はないかと感じた。防災などの対策もやっていると思うが、いざと 

        いう時にスムーズに避難ができると良いと思います。地域の方とのコ

ミュニケーションも取りながら、地域のつながりを大切にしていただ

きたい。 

   梅田さん～作業は数カ所に分かれていて大変だと思うが、それぞれ工夫されてい

た。介助に時間がかかることも増えていると思うが、バタバタしてお

らず、ゆっくりされていた。 

   吉野さん～建物などが老朽化しているように感じました。でも利用者さんの表情

はとても良くて、音楽が流れているのも良かった。普段の様子が見ら

れて良かった。奏は衝撃的だった。世話人さんが 5 名体制で手厚く、

料理もすごくて、自分も住みたいと思いました。 

   十屋さん～地震の際の津波対策などが大変だと思う。奏のお風呂の高さが少し 

        高い気がした。足をあげるのが大変そうなので。 

        話せる方、話せない方、また個性があるので勉強になりました。 

   山口  ～奏を作る時にはメンバーも若かったのでそこまで想定していなかった 

        のが正直なところ。今後考えていかないといけないと思います。 

 

        ※意見交換終了後、学園の給食（カレーライス）を委員の皆様と一緒

に食べて、見学会を終了している。 

 

 

   

 

 

 


